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国会活動いつもありがとうございます。歯に衣着せぬ発言で野党連合をリー

ドする貴職の活躍に期待しております。 
 
先日、衆議院で憲法審査会規程が与党による強行採決で成立しました。まさ

に数の暴挙による強行採決です。 
 
現在の自民党および公明党の衆議院議員は、まったく民意を反映しない 2005
郵政選挙により選出されました。小選挙区で見ると、両党は得票率が 49%しか
ないにもかかわらず、76%もの議席を獲得しています。 
 
国民投票法や憲法審査会規定の強行採決で見られる数の暴挙は、民意を反映

しない小選挙区制が背景となっています。 
 
衆議院憲法審査会の委員定数は、同規程によれば、わずか 50名です。このよ
うな定数が意味することは重大です。貴党を含む小数政党の委員がどれほど同

審査会に選出されるのでしょうか。失礼ながら、皆無という可能性も排除でき

ません。 
 
このことは、小数政党に投票した膨大な数の主権者が、最も重要な主権の行

使機会である改憲案の討議・作成の場にすら、自らが選好する議員を国会に代

表として送り込むことができないことを意味します。 
 
小選挙区制で選出された議員から成る国会には、憲法が規定する正当に選挙

された全国民の代表たる議員（主権者の代理人）が不在なのです。一部国民の

代表しか存在しません。憲法が真っ先に謳う主権の侵害に他ならないと考えま

す。 
 
残念なことに、貴党のパートナーである民主党は、衆議院の比例区定数を 80
削減する方針を出しました。これは小選挙区制の強化を意味します。さらに致

命的な数の暴挙を可能にし、国民主権を一層切崩すものです。 



民主党は定数削減の根拠に、「行政改革」の一環として自らの身を削るという

ことを挙げています。しかし、身を削られるのは、貴党を含む小数政党です。 
 
国民が求めてもいない膨大な税金を浪費する改憲国民投票が実施されるなら

ば、定数削減の理由とされる「行政改革」にも反します。2つの政党だけで民意
を反映した「行政改革」ができるとは考えられません。 
 
もっと分かりやすい例はアメリカでしょう。アメリカは、二大政党制の下、

格差・貧困そっちのけで膨大な軍事予算を維持し続けています。二大政党制で

は、政策の固定化により、財政支出の無駄も固定化されてしまいかねません。

小数政党と民意を意図的に排除する政党に、格差・貧困問題を解決できるので

しょうか。 
 
議員定数の削減で税金を浮かすことのメリットよりも、民意を削ることで無

駄な政策領域が温存されるデメリットの方が甚大でしょう。民意を反映した議

会がなければ、真の行政改革はできません。 
 
民主党の鳩山代表は先日、「連立解消」に言及しました。岡田幹事長が謝罪し

ましたが、民主党の姿勢をうかがわせるものです。貴党の活躍の場を民主的に

保証するためにも、民主党に対して比例区定数の削減方針を見直すよう、連立

協議の中で働きかけるべきと考えますが、貴職のお考えはいかがでしょうか。

できれば貴党の公約案を含む国会議員定数の削減について、懇談の機会を設け

ていただければ幸いです。 
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